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●本会は「眞和会」と称し、事務所を長野県千曲市内川484
－1におく
●本会は中村眞一氏の政治活動を支援し、千曲市の発展に
貢献すると共に会員相互の親睦をはかることを目的とする

●本会は目的達成のため次の事業を行う
　・講演会、座談会等の開催　・会報の発行
　・その他本会の目的達成のための必要な事項
●本会は第2条に賛同し、入会申込書を提出した者をもって
会員とする

●本会は次の役員を置く
　・会　長　　1名　　 ・幹事長　　1名
　・事務局長　1名　　 ・会　計　　1名　
　・幹　事　　若干名　・会計監査　若干名
●本会の役員は総会において選出する
●１、会長は毎年1回の通常総会、その他必要に応じて臨時
総会を招集する

●２、会長は必要に応じて役員会を招集する
●本会の経費は会費、寄付金、その他の収入をもって賄う
●本会の会計年度は毎年1月1日から始まり12月31日をもっ
て終わりとする
●この規約は平成28年5月20日より実施する
●平成29年7月30日、「眞和会」と改正する
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中村眞一後援会 発行人　会長   中村 平次
〒389-0802  千曲市内川484-1　TEL（026）275-0671　E-mail:45basie@gmail.com

　千曲市議会の会派「科野の会」は、平成28年7月11日結
成以来3年目を迎えました。会長の中村眞一議員はじめ、飯
島孝議員（中）、金井文彦議員（杭瀬下）と3名の新人議員が
各種勉強会や視察研修会に積極的に参加し、研鑽を積んで
まいりました。議会での一般質問や委員会での発言など、そ
れぞれの議員が意欲的に取り組み、会派としても存在感が増
しています。
　千曲市議会には科野の会のほか、千曲政経会（6名）、一志
会（3名）、自由民主クラブ（3名）、日本共産党千曲市議団（3
名）、公明党（2名）の6会派があります（平成30年7月現在）。

　中村眞一議員は会派の代表会議でも積極的に発
言し、奮励しております。
　千曲市議会は年4回の本会議、3つの常任委員会、
4つの特別委員会、一部事務組合議会、議会運営委
員会があります（平成30年7月現在）。
　中村眞一議員は「総務文教常任委員会（8名）」、
「企業等誘致推進特別委員会（7名）」、「千曲衛生施
設組合（7名）」、「議会運営委員会（7名）」、「各派代表
者会議（6名）」に入り、専門的な知識の吸収や情報収
集を行い活躍しています。

「科野の会」結成3年目を迎える
しな の かい

議会・委員会などに積極的に取り組む

　一昨年、平成28年の７月の千曲市議会議員選挙の際は、非常に多
くの皆様のご支援をいただきまして誠にありがとうございました。お
陰様で3年目の折り返し点を迎えることができました。
　私は「千曲市の将来の活性化に向け、マーケティング志向で行政
に新風を」を目指し、さまざまな議員活動をしてまいりました。その根
本には、議員は行政に対し、市民の皆さまの意見や考えを伝えなが
ら、条例や予算を議決・決定することと、行政の運営をチェックする役
目があるという決意があります。
　年4回の議会においては常に代表質問、一般質問に立ち、市政の
チェック業務に努めてまいりました。総務文教常任委員会や企業等
誘致特別委員会等の委員会においても常に情報の収集をし、積極的
な委員会活動をしてまいりました。しかし、どの場面においても真剣
に行政と向き合っていかなければなりません。そのためは、専門的な
知識を含めより多く知識を深める必要があります。
　市の担当者の皆さんとは常に訪問面接をし、意見交換をしてまい
りました。同時に新人会派「科(しな)野(の)の会(かい)」としても内外の
視察研修や関係部署との勉強会を重ねてまいりました。
　市民の皆さんや多くの関係者とも接触し、できるだけ情報開示を
し、意見交換するのも議員の仕事と思っております。
　千曲市は現在、急激な人口減少と高齢化が進む中、合併15年を経
て、大型建設事業も進むと同時に、合併算定替えも終了する今期30
年度からは実質収支が赤字となり、抜本的な財政健全化が求められ
ております。この難局に多方面から積極的に取り組む覚悟でおります
ので、ぜひご理解と同時に叱咤激励をいただけましたら幸いです。
　今後とも一層のご支援のほど重ねてお願い申し上げます。

　日頃は中村眞一後援会活動にご理解、ご協力を
賜りまして誠にありがとうございます。
　一昨年7月の市議会議員選挙では、後援会の皆さ
まをはじめ多くの皆さまのご支援のもとに、無事当
選させていただきまして誠にありがとうごさいまし
た。改めてのこの紙面をお借りいたしまして御礼を
申し上げます。
　その後、中村議員は新人だけの会派を立ち上げ、
議会、委員会活動を積極的に取り組んでまいりまし
たが、無事2年が経過し、3年目の折り返し点に立ち
ました。議員の議会の一般質問等を見ておりますと
新人議員とはいえ、行政と堂々と論戦をしている姿
は感動いたします。
　来秋には新庁舎も完成し、新議会に移るそうです
が、この2年の経験を活かし、さらに千曲市のため、
地域の発展のために頑張って欲しいと思います。
　皆さまも議会傍聴やケーブルテレビ、新聞報道等
を通じ応援していただきまして、さらに叱咤激励を
お願いいたします。
　また、「眞和会」も積極的に活動の輪を広げていき
たいと思っておりますので、より多くの皆さまにご参
加いただきましたら誠に幸甚に存じます。
　最後になりましたが、後援会の皆様のご健康を祈
念し、「眞和会」へのご支援、ご協力をお願い申し上
げます。

行政との真剣勝負で
　市政のチェック業務を

「眞和会」も
　積極的に活動します
中村眞一後援会「眞和会」幹事長 荒井照雄千曲市議会議員 中村眞一

中村眞一後援会「眞和会」
事務局長　田中　彬秋（電話276－5247）
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中村眞一後援会
「眞和会」役員

・「眞和会」では後援会員を
募集しています。中村眞一
議員を応援いただける方
はぜひご連絡ください。会
員の皆さんには、各種催物
等のご案内や「眞和会会
報」や「議会ダイジェスト」
等をお届けします。
・皆さんの忌憚のないご意
見やご感想等を事務局あ
てにお寄せ下さい。

事務局よりお願いとお知らせ眞和会（中村眞一後援会）規約

会　　長　中村　平次
幹 事 長　荒井　照雄
事務局長　田中　彬秋
会　　計　中村　義彦

みなさんの声

　私が中村眞一議員を知ったのは、市議会議員の選挙前の公
報で、「マーケティング（市場戦略活動）」というキャッチフレーズ
を使っているのをみた時からでした。
　私は経営コンサルタントですので、マーケティングは専門分野
だけに、素晴らしい発想をする人だと興味がわき、議会での言
動に注視するようになりました。新人議員ながら、中村さんは核
心を突いた問題意識を持ち、持ち前の経営感覚で鋭く迫る姿を
見て、久しぶりに議員らしい議員に出会えたという思いでした。
　ご承知のとおり、少子高齢化社会を迎えて、生き残りをかけて
懸命に努力している町や村はたくさんあります。振り返って、わ
が千曲市は市長が公約に掲げた新幹線運動を自ら放棄してし
まいました。最近では入札の漏洩問題といった行政の根幹にか
かわる不祥事が起きております。まさにこのまちは市民不在の冬
眠状態にあり、まったく明日が見えません。このような停滞を招
いた責任はチェック機能が働かない市議会にもありますが、幸
いなことに中村議員のような人材が誕生しましたので希望が出
てきました。
　「目を覚ませ千曲市！」その先陣を切って取り組む人は中村議
員しかおりません。
　志を高く持たれて、千曲市の発展のためにしっかり取り組んで
いただきたいと思います。心から期待するとともにご支援させて
いただきます。

中村眞一議員に期待します
児島 保彦さん（粟佐）経営コンサルタント

　中村眞一議員の当選後、私は一般質問に関心を
持ち、毎回傍聴してきました。中村議員は質問に当た
り、いつも「地域を活性化する」、「市政をチェックす
る」、「議会を市民に開示する」という視点で、現状の
市政に危機感を強く持ち、ち密な質問をぶつけてい
ます。議会に対峙する議員の果敢な姿に私は毎回驚
き、感動をしています。しかし、質疑応答については、
国会中継と同じような逃げ回りの回答内容が多く、
失望しています。
　千曲市はこのような市政状況でよいのでしょうか？
　一市民から見て、10年後やその先の将来の方向・
構想・夢が見えません。近隣市町村と同様の行政コ
ピーでしかありません。
　千曲市の持っている特徴をもっと研究し、民意を
かき集め、地域活性化につなげていかなければなり
ません。中村議員はこのような千曲市をもっともっと
活性化する力量を持っています。
　千曲市の活性化が早期に実現するために、市政の
方向性を研究・チェック・解析する中村議員の行動力
に大いに期待しています。若者から高齢者まで、一人
ひとりが夢を持ち、安心してゆとりある生活ができま
すよう、責務に頑張っていただきたいと思います。

地域の活性化と市政のチェックに期待
中村 義彦さん（内川）


